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感染症発生動向及び
保健所への集団発生報告について

埼玉県マスコット「コバトン」

令和８年1０月１６日（金）

令和８年度社会福祉施設感染症対策研修会

熊谷保健所保健予防推進担当(感染症担当)
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平成１７年２月２２日付 厚生労働省健康局⾧、医
薬食品局⾧、雇用均等・児童家庭局⾧、社会・援護
局⾧、老健局⾧ 通知
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令和５年４月２８日付 こども家庭庁成育局⾧、支
援局⾧、厚生労働省健康局⾧、厚生労働大臣生活衛
生・食品安全審議官、厚生労働省社会・援護局⾧、
社会・援護局障害保健福祉部⾧、老健局⾧ 通知
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令和５年４月２８日付 こども家庭庁成育局⾧、支
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結核は、結核菌を吸い込むことによって
発生する感染症の一つです。
現在でも年間1万人以上の人が発病して
おり、決して昔の病気ではありません。
結核菌は主に肺の内部で増えるため、咳、
痰、発熱、呼吸困難等、風邪のような症
状を呈することが多いです。
現在は有効な治療薬があり、決められた
期間、正しく薬を内服するとほとんどの
場合は治る病気です。

結核・呼吸器感染症予防週間2026ポスター
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• 結核は早期に発見することで他人に感染させる状態となる前に発見するこ
とができ、患者自身の重症化を防ぐことにもつながります。

• そのためには、定期的な胸部エックス線検査の実施が必要です。
• 入所者の皆様については、定期的な胸部エックス線検査をお願いします。
また、体調不良が⾧く続く時、普段と様子が異なる時は早期受診、早期胸
部エックス線検査につなげられるよう注意をお願いいたします。

• 職員の皆様は、職場の健康診断等を年１回は受診し、胸部エックス線検査
を実施しましょう！もし、要精密検査等の結果が出たら放置せず検査をお
願いいたします。

• 定期健康診断実施後は、感染症法第53条の7に基づく「定期の健康診断報
告書」の提出についてもご協力をお願いします。

・高齢者施設では患者発生の可能性が高い。
・結核高蔓延国出身の外国出生者が従事している。
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高齢者は症状が表になかなか出てこない

なんとなく様子がおかしいな？
を見逃さない！

参考：東京都南多摩保健所
高齢者施設における結核早期発見のためのチェックリスト
毎日の健康チェックリスト
記事ID：115-001-20240726-008859
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